
1　事業の概要

①　成果目標（H25)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（繰入金　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

174,302

22,000 14,000 27,000

270,405 5,412

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

　施設の老朽化等により施設整備のニーズがあるため、県有施設耐震化整備プログラムに基づく耐震改修とあわせ、学校生活の安全確

保等、緊急性に配慮しながら施設整備を進める。

目標に対

する成果

の状況

　計画どおり工事を実施することにより修繕計画残額を減少させることができたが、施設の老朽化が進み緊急性の高い施設整備のニーズ

が継続的に増えている。

 概算事業費（B（A）+C） 440,271 341,097 596,212 568,161

41,290 41,290

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

予

算

額

前年度繰越 8,484

Aの

財源

345,802 572,448

概　算

人件費

5.00 5.00 5.00 5.00

41,290

398,981 299,807 554,922

41,290

410,869 323,802 288,043

合計（A) 410,869 526,871

1,241

25年度25年度25年度25年度 26年度

45,348

当初予算 300,169

補正予算 102,216 62,849 224,646

区　　分（単位：千円） 23年度 24年度

事業内容

校舎等維持補修（経常運営費）等 直接 優先度Ａへの予算投入

（単位：千円）　

項目 実施方法 H25事業実績

H25 H26

（当初） （決算） （当初）

優先度A

明らかに雨漏り等の外的症状が発生しており、このまま放置すると事故又は学校生活に支障

を及ぼすことが懸念されるもの。

1,241

優先度B

　老朽化している県立高校の施設の整備を前倒しして実施し、安全安心な学習環境の確保と施設の長寿命化を図る。

302,454 351,828 500,970

優先度Ａへの予算投入 203,094

４　安全・安心・信頼の学校づくり 実施期間 H18（耐震改修） ～

県が関与

する理由

目指す姿

現状

県でなければ実施不可（法令等義務）

県民との協働による実施： 困難

【左記の説明、根拠法令等】

長野県耐震改修促進計画、県有施設耐震化整備プログラム

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail koko@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

７-１　子ども一人ひとりの個性や能力を伸ばす学校教育の充実

平成25年度当初　優先度別　修繕計画額 （百万円）

事業番号 15 03 12 事業改善シート （25年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 県立高校老朽施設整備事業費県立高校老朽施設整備事業費県立高校老朽施設整備事業費県立高校老朽施設整備事業費
担

当

課

部局 教育委員会事務局

課・室 高校教育課

302,454 554,922 500,970

604 656 未達成 -

成果目標の達成状況

項目

優先度Ａ

修繕計画残額

320,157

302,454 500,970

25,901

外的症状が発生しているが、（緊急避難的な処置等により）暫くの間、何とか凌げるもの。

3,359

優先度C ファシリティマネジメントに基づく、施設の維持管理、計画的修繕・改修　等

計 4,600

6月補正を行うことにより、Ｈ25年度末の優先度Ａの修繕計画残額を当初計画の875百万円から604百万円に減少させる。

Ｈ25
H26

目標

H24末

（実績）
目標 成果 達成状況

県立高校老朽施設整備 直接

282,953

合計


